
新
宮
山
彦
ぐ
る
ー
ぷ
第
２
１
７
９
回 

 

行
仙
宿
、
三
井
寺
奥
駈
行
の
接
待
と
熊
野
修
験
奥
駈
行
の
荷
揚
協
力 

 

◇
実
施
日 

５
月
２
０
日
（
金
） 

 
 
 
 
 
 

晴 

◇
参
加
者 

沖
崎
吉
信
、
畑
林
秀
味
・
清
子
、
大
江
加
予
子
・
徳
子
、
生
熊
千 

満
子
、
西
克
、
中
前
偉
、
湯
川
一
郎
、
梶
野
照
雄
、
中
川
治
平
、

清
水
八
重
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１
２
名 

  

天
台
寺
門
宗
総
本
山
園
城
寺
（
三
井
寺
）
は
１
１
５
６
年
前
の
貞
観
８
年
、 

智
証
大
師
円
珍
和
尚
の
業
績
が
広
く
認
め
ら
れ
、
国
家
か
ら
そ
の
教
法
を
正
式 

に
認
め
る
伝
法
公
験
（
証
明
書
）
が
発
給
さ
れ
た
日
か
ら
始
ま
っ
た
よ
う
だ
。 

そ
の
教
え
は
「
自
己
の
悟
り
を
求
め
、
社
会
の
た
め
に
全
力
を
尽
く
す
こ
と
」 

を
目
指
し
て
い
る
。  

 
 
 

 

荷
物
を
満
載
で 

 
 
 

 

荷
揚
げ
品
の
色
々 

 
 
 

行
仙
宿
に
到
着 

行
仙
宿
小
屋
に
故
塩
川
先
生
直
筆
の
扁
額
「
山
林
抖
擻
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る 

が
、
こ
れ
も
修
験
者
を
鼓
舞
す
る
も
の
だ
ろ
う
。
大
峯
で
の
奥
駈
行
は
室
町
時 

代
か
ら
か
４
０
０
年
間
途
絶
え
て
い
た
が
、
昭
和
５
０
年
５
月
に
順
峰
奥
駈
行 

を
復
興
し
た
そ
の
第
一
回
目
に
は
平
治
宿
で
仲
間
４
名
（
玉
岡
、
橋
本
、
戸
石 

小
林
）
が
接
待
に
出
向
い
て
い
る
。 

以
後
、
三
井
寺
の
奥
駈
行
は
３
年
に
一
度
位
の
頻
度
で
太
古
の
辻
以
南
、
所
謂 

南
奥
駈
に
足
を
踏
み
入
れ
て
い
る
。
従
っ
て
今
回
も
３
年
ぶ
り
の
南
奥
駈
行
と 

な
る
。 

 

今
回
の
奥
駈
行
に
先
立
ち
、
３
月
１
６
日
に
三
井
寺
の
福
家
執
行
長
と
秋
田 

修
験
部
長
の
お
二
人
が
わ
ざ
わ
ざ
拙
宅
迄
お
運
び
く
だ
さ
っ
て
、
計
画
の
説
明 

と
協
力
の
依
頼
が
あ
っ
た
。 

 
 

 
 

 

耐
熱
テ
ー
プ
で
隙
間
を
塞
ぐ 

 
 
 
 

 
 

一
行
の
到
着
を
待
つ 

当
日
登
山
口
に
全
員
が
集
合
、
中
川
治
平
さ
ん
が
久
々
に
参
加
。
ま
た 

新
宮
駅
近
く
の
居
酒
屋
「
清
水
」
の
女
将
、
清
水
八
重
子
さ
ん
が
是
非
参
加
し 

た
い
と
申
し
出
が
あ
っ
て
、
初
大
峰
、
初
参
加
と
な
っ
た
。 



明
日
行
仙
宿
小
屋
に
宿
泊
予
定
の
熊
野
修
験
一
行
の
た
め
、
段
ボ
ー
ル
箱
を
荷 

揚
げ
、
そ
の
他
に
水
道
水
７
０
リ
ッ
タ
ー
も
準
備
し
た
。 

モ
ノ
レ
ー
ル
の
荷
台
満
載
の
荷
物
で
、
一
度
で
運
び
上
げ
る
こ
と
が
出
来
る
か 

心
配
し
た
が
、
皆
で
分
担
し
一
回
で
運
ぶ
こ
と
が
出
来
た
。 

三
井
寺
の
行
動
予
定
で
は
午
前
１
時
に
玉
置
神
社
を
出
発
、
と
な
っ
て
い
る
の 

で
１
１
時
頃
に
は
着
く
だ
ろ
う
。
い
や
い
や
１
２
時
を
過
ぎ
る
だ
ろ
う
。
と
各 

自
予
想
を
立
て
る
。
早
く
到
着
す
る
こ
と
を
前
提
に
準
備
を
整
え
る
。 

お
堂
の
清
掃
、
樒
の
取
替
、
幟
を
立
て
る
、
長
椅
子
と
テ
ー
ブ
ル
の
準
備
、 

食
器
類
の
煮
沸
な
ど
各
自
手
分
け
し
て
行
う
。 

女
性
陣
は
お
湯
を
沸
か
し
て
味
噌
汁
や
紅
茶
を
用
意
す
る
。
手
慣
れ
た
も
の
で 

３
０
分
ほ
ど
で
味
噌
汁
が
出
来
上
が
っ
た
。 

椅
子
と
テ
ー
ブ
ル
の
設
置
を
終
え
た
梶
野
君
は
屋
根
に
登
っ
て
煙
突
の
防
水 

処
理
を
行
う
。
１
２
時
前
に
な
っ
た
の
で
先
に
昼
食
を
済
ま
せ
る
。 

 
 

 
 

 

一
行
到
着 

 
 

 
 
 

 
 

 

勤
行 

 
 
 

 
 
 

味
噌
汁
を
振
舞
う 

全
て
の
準
備
が
整
い
三
井
寺
一
行
の
到
着
を
待
つ
だ
け
に
な
っ
た
が
１
２
時 

半
を
過
ぎ
て
も
到
着
す
る
様
子
が
な
い
。
中
前
君
が
笠
捨
山
に
向
か
っ
て
法
螺 

貝
を
吹
く
が
応
答
は
な
い
。
畑
林
君
や
清
水
さ
ん
等
が
笠
捨
山
方
面
に
迎
え
に 

行
っ
た
。
午
後
１
時
頃
、
畑
林
君
か
ら
電
話
が
あ
り
「
笠
捨
越
分
岐
上
の
大
桧 

迄
来
て
い
る
、
あ
と
１
０
分
位
で
行
仙
宿
に
着
く
」
と
言
う
こ
と
だ
っ
た
。 

コ
ン
ロ
に
火
を
点
け
て
味
噌
汁
を
温
め
る
。
暫
く
し
て
一
行
の
姿
が
見
え
た
。 

到
着
し
た
皆
さ
ん
は
お
若
い
人
ば
か
り
で
福
家
執
行
長
以
外
は
面
識
が
な
い
。 

参
加
予
定
だ
っ
た
広
島
の
椎
木
さ
ん
は
直
前
に
腰
を
痛
め
て
欠
席
、
１
９
名
で 

ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
途
中
で
２
名
が
リ
タ
イ
ヤ
、
浅
村
君
が
付
き
添
っ
て
下
山 

し
た
の
で
、
行
仙
宿
に
到
着
し
た
の
は
１
６
名
だ
っ
た
。 

到
着
し
た
１
６
名
の
内
、
足
の
故
障
で
１
名
が
下
山
す
る
と
い
う
。 

到
着
し
た
一
行
は
行
者
堂
で
勤
行
、
我
々
も
手
を
合
わ
せ
て
心
経
を
唱
え
た
。 

早
速
用
意
し
た
お
茶
や
味
噌
汁
で
接
待
。
遅
く
な
っ
た
の
で
昼
食
は
途
中
で
済 

ま
せ
た
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
ま
だ
持
経
宿
ま
で
４
時
間
の
山
道
が
待
っ
て
い
る 

の
で
、
ゆ
っ
く
り
は
で
き
ず
３
０
分
弱
で
出
発
さ
れ
た
。 

 
 

 
 

 

一
行
が
出
発 

 
 
 

足
を
痛
め
た
一
人
を
引
き
継
ぐ 

 
 

本
日
の
参
加
者 



出
発
時
に
我
々
の
接
待
に
対
し
、
ご
丁
寧
な
感
謝
の
お
言
葉
を
頂
い
た
。 

準
備
も
早
い
が
片
付
け
も
早
い
。
午
後
２
時
に
足
を
痛
め
て
下
山
す
る
一
名 

に
梶
野
君
と
中
川
さ
ん
が
一
緒
に
下
山
、
登
山
口
で
待
ち
受
け
て
い
た
浅
村
君

ら
に
引
き
継
ぎ
梶
野
君
は
再
び
モ
ノ
レ
ー
ル
で
終
点
ま
で
戻
っ
た
。 

行
仙
宿
で
後
片
付
け
を
終
え
、
午
後
２
時
半
過
ぎ
に
下
山
。
途
中
で
登
っ
て
き

た
梶
野
君
と
合
流
し
、
モ
ノ
レ
ー
ル
に
ザ
ッ
ク
や
ゴ
ミ
な
ど
を
積
ん
で
登
山
口

に
下
山
し
た
。 

（
記
；
沖
崎
） 
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